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心神喪失者等医療観察法の 施行準備状況等について 



心神喪失等の 状態で重大な 他書行為を行った 者の医療及び 観察等に関する 法律の概要 

めに 

指定入院医療機関 

の 

よ ない 

交 させ 指定通院医療機関 
決 生 

活 
僚 
境 
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幼 と Ⅰ 
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生活環境の調査 

立て   
再入院の申 立 
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入院命令 
・通院治療決定 

退院 杵 可決定 
処遇の終了決定等 

耳祉 に関する援助 

対象者 
病状に応じた 適切な医療 

 
 



  心神喪失者等医療観察 法 に係る厚生労働省の 検討状況   

1. 精神保 神保健 匿名簿   参与員候補者名簿の 作成 
処遇事件ごとに 精神保健審判医及び 必要に応じ精神保健参与員を 選任するために 必要 
となる名簿の 作成が必要 

2. 指定入院医療機関 の 確保 
今後 3 年間で，法施行後、 実際に入院する 者の増加に応じ 段階的に、 全国で当面 24 か 
所 ( 約 700 床 ) を確保することが 必要   3.     ヒ     "    古     ・ の 
設置主体に関わらず、 各都道府県に 最低 2 か所 ，人口 100 万人当たり 2 ～ 3 か 所程度の 十 Ⅰ Ⅰ 旨定 が必要 

  

。 上ム に Ⅲ r@t.   4.      胎の ガド r インに づく 運 呂の細則の作成 
処遇に携わる 者が，基本的な 事項や処遇に 対する考え方を 共有するため、 各地域にお 
ける運用の細則を 作成する必要があ る   

Ⅰ 

                        引き 受ける医療機関 の リストの提出 ｜
 

Ⅰ
 

設置主体に関わらず、 人口 100 万人当たり 2 ～ 3 か 所程度の指定が 必要 

  



侯 捕者名簿の最高裁 「．精神保健 判定 匿 名簿・精神保健参与員 ィ への提出 
処遇事件ごとに 精神保健審判 E を任命し，必要に 応じ精神保健参与員を 指名することとなっているが、 この任 
命及び指名の 前提となる選任のため 必要となる精神保健判定匿名簿及 び 精神保健参与員候補者名簿について 
は ，各都道府県の 協力を得ながら 最高裁及び各地裁に 提出したところ。 
(1) 精神保健判定 医 

目標数 326   
(2) 精神保健参与員候補者   
2, 指定入院医療機関 の 確保 ( 別紙Ⅱ 
指定入院医療機関は ，今後 3 年間で，法施行後，実際に 入院する者の 増加に応じ段階的に、 全国で当面 24 
か所 ( 約 700 床 ) を確保することが 必要であ り，そのうち 固 関係の病院の 8 か 所を先行して 整備し ， 残り 2/3 の 
16 か 所を都道府県関係の 病院で整備することとし ，調整を進めている。 
(1) 固関係 

① 17 年度中の整備見通し 施設 
②設計中の施設 4 か所 を 深める                               える説明 
③設計未着手の 施設 1 か所 

3 か所   
0  8 か 所以外に、 追加することを 国立病 

Ⅰ 与     
- ヰ 

(2) 都道府県関係 

0 前向きに検討中   
が 知事又は副知事に 対し訪問し要請 

  



3. 指定通院医療機関 の 確保 ( 別紙 2) 
指定通院医療機関は ，設置主体に 関わらず、 各都道府県に 最低 2 か所 ，人口 100 万人当たり 2 ～ 3 か 所程度 
を 指定する必要があ り，また，指定通院医療機関の 状況に応じ、 その指定通院医療機関を 補完する訪問看護 
ステーション、 デイケア等の 確保や薬局の 確保も必要であ り、 それぞれ調整を 進めている。 
(1) 現在の推薦状況   
米 既存の地域医療体制を 基礎に、 医療バランスを 踏まえ推薦依頼しているため、 目標数との差に 開きが生じる 
(2) 確保が見込めない 都道府県の理由 

①民間病院が 同意する前提として ， 
，都道府県病院の 優先的な指定が 必要 
， 固 関係の優先的な 指定が必要 

②事故の責任問題、 役割・内容の 明確化 

 
 

  

0 都道府県に可 がき 口 し き 

0 国立病院機構本部に ょ き が。 。 し 襄 

0 厚労省が該 府県で説明会を 実施 

4. 1          上ム に   " け   ド     の ガ   ドー   ンに づ運 " の   ，       l   の                 ，       " に   ヵカ       l,     、   3   

只コ 

地域社会における 処遇に携わる 者が ，の 地域における 連携体制の確保、 ②処遇の実施計画の 策定プロセス、 
③処遇に携わる 関係機関の役割，④緊急時の 連絡体制、 地域社会との 情報窓口など 基本的な事項や 処遇に 対 
する考え方を 共有するため、 各地域における 運用の細則を 定める必要があ り、 保護観察所と 各都道府県が 協同 
に 策定を依頼している。 

旦 鑑定入院を引き 受ける医療機関のリストの 提出 ( 法務省・最高裁への 協力 ) 
鑑定入院を引き 受ける医療機関は、 設置主体に関わらず、 人口 l0C@ 万人当たり 2 ～ 3 か 所程度指定する 必要 
があ るが、 その確保は急務のため、 まずは，各都道府県最低 2 か 所の推薦を依頼し ，この 2 か 所のうち 1 か 所に 
ついては、 精神病床を有する 都道府県立病院を 優先して推薦するようお 願いしているところ。 また、 今回の推薦 
と 並行し、 各都道府県において 円滑な確保が 図れるよう、 国立病院機構本部及び 文部科学舎 ( 国立大学附属病 
院 ) に対し、 協力要請を行った。 なお、 今回の推薦依頼の 他に、 6 月目処で追加推薦を 段階的に依頼する 予定。 



都道府県への 訪問要請 
知事。 副知事等への 要請 

固関係の整備状況 
口 建設中 3 か所 
四 設計 中 4 か所 
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  であ るとどもに，知事、 

副知 等への要請も 行っている。 
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整備 ョ 襟数 
全国で 24 か所 (700 床 ) 程度 

  

 
 



  ( 別紙 2) 
  指定通院医療機関の 推薦状況 H17.4.1 硯田 

Ⅹ「推薦医療機関 2 か 所以上」の中には 必要 
数に満たない 都道府県があ る。 
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米 保護観察所との 協議が済んでいるか 
否か等に変わらず、 当方に細則の 提出 
があ った都道府県 
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(;;l] 紙 3) 

 
 




